
学校番号 １００８ 

平成 31 年度 商業科 

 

教科 商 業 科目 ビジネス経済 単位数 ２単位 年次 ３年次 

講座名 ビジネス総合 

使用教科書 ビジネス経済 （実教出版） 

副教材等 

ビジネス経済 問題集 （実教出版） 

ビジネス能力検定ジョブパス３級公式問題集（日本能率協会マネジメントセンタ

ー） 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

基本的なビジネスマナーを学ぶことにより、コミュニケーション能力の育成と、思いやりや気遣

いを表すための行動をもたせ、社会一般で通用する力を身につける。 

就職や進学のための有効なステップとして、「ビジネス能力検定ジョブパス３級」にチャレンジ

する。 

大学などで学習する経済学の入門として位置付け、市場・需要と供給・規制の基本的な概念を、

現在の社会・経済状況と関連させながら学習する。 

 

２ 学習の到達目標 

 ビジネスに関する基礎的な知識・技術を習得させ、経済社会で生きていく力を身につけさせる。 

経済社会の一員としての心構えをもたせ、ビジネスの諸活動に適切に対応できるような能力・態

度を養う。 

現代経済において、経済理論が果たす役割とそれを学ぶ意義を理解させる。 

ビジネスに必要な経済に関する基礎的・基本的な知識を習得させる。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

ビジネスについて関

心をもち、ビジネスの

諸活動への適切な対

応を目指して主体的

に取り組もうとする

とともに、経済社会の

一員としての望まし

い心構えや実践的な

態度を身に付けてい

る。 

現在の経済状態につ

いて関心をもち、その

展望について自らの

考えを整理する意欲

や態度を身につけて

いる。 

ビジネスの諸活動へ

の適切な対応を目指

して思考を深め、基礎

的・基本的な知識と技

術を基に、ビジネスの

諸活動に携わる者と

して適切に判断し、表

現する創造的な能力

を身に付けている。ま

た、経済活動に関する

諸問題を理解し解決

するために、日頃から

自らの思考を深めて

いる。 

ビジネスに関する基

礎的・基本的な技術

を身に付け、ビジネ

スの諸活動への適切

な対応を合理的に計

画し、その技術を適

切に活用しており、

経済に関するさまざ

まな情報や資料を各

メディアから収集

し、適切に選択して

主体的に活用する能

力が身についてい

る。 

ビジネスと経済に関

する基礎的・基本的

な知識を身に付け、

経済社会の一員とし

ての望ましい心構え

を理解し、それを現

実の諸問題に適用で

きる水準まで理解を

深めている。 

評
価
方
法 

定期考査 

レポート課題 

定期考査 

レポート課題 

定期考査 

レポート課題 

定期考査 

授業内小テスト 



上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

前
期
（前
半
） 

ビ
ジ
ネ
ス
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン 

・コミュニケーション 

・ビジネスマナー 

・情報の入手と活用 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

a:ビジネスにおけるコミュニ

ケーションの役割や種類、ビ

ジネスにおける話し方・聞き

方について関心を持ち、ビジ

ネスマナーの重要性と基本的

なビジネスマナーや場面に応

じたビジネスマナーについて

も関心を持ち、自ら積極的に

行おうとする。 

b:ビジネスにおけるコミュニ

ケーションの役割や種類をさ

まざまな例をあげながら考察

し、具体的に話したり聞いた

りすることができる。また、

ビジネスとビジネスマナーの

関係をとらえ、基本的なビジ

ネスマナーの意義や場面に応

じたビジネスマナーの重要性

について考察しようとする。 

c:電話応対や来客応対のロー

ルプレイングを通し、場面に

応じたビジネスマナーを身に

つけ、実践することができる。

また、状況に応じ、さまざま

な情報源から適切な情報を入

手し、必要な情報を取捨選択

することができる。 

d:ビジネスにおけるコミュニ

ケーションの役割や種類、ビ

ジネスにおける話し方・聞き

方について理解し、ビジネス

マナーの重要性を理解し、基

本的なビジネスマナーや場面

に応じたビジネスマナーにつ

いての基本的・基礎的な知識

を身につけている。 

定期考査 

授業内小テ

スト 



前
期
（後
半
） 

経
済
と
流
通
の
基
礎 

・経済のしくみとビジネス 

・経済・社会の変化とビジネス

の発展 

○ 

○ 

○ 

○ 

 ○ 

○ 

a:経済活動の基礎となる基本

的な考え方について関心を持

ち、自ら意欲的に具体例をあ

げようとする。さらに、経済

を取り巻く環境の変化とビジ

ネスの発展及びそれに伴う課

題について、自ら意欲的に調

べようとする。 

b:ビジネスと経済の関係やビ

ジネスの役割について、経済 

定期考査 

授業内小テ

スト 

レポート課題 

  

     を支える仕組みや様々なビジ

ネスの例から考察しようとす

る。また、経済活動の基礎と

なるさまざまな考え方につい

て事例をあげながら考察する

とともに、具体的に説明する

ことができる。 

d:生産・流通・消費という経済

を支える仕組みと経済主体と

しての家計・企業・財政の関

係について基礎的・基本的な

知識を身につけ、ビジネスの

意義について理解している。

また、経済を取り巻く環境の

変化とビジネスの発展につい

て把握するとともに、それに

伴う諸課題に対する方策に関

して理解している。 

 



後
期 

市
場
と
経
済 

・資源配分のしくみ 

・現代の市場経済とビジネス 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ ○ 

○ 

a:資源の希少性を理解し、資源

配分メカニズムに関心を持っ

ているか。また、市場メカニ

ズムの有効性を認識し、組織

による資源配分との両立や、

市場の発達について関心を持

ち、現代の市場経済の動向を

理解することによってよりよ

い社会を築こうという意欲や

態度を持っている。 

b:非効率的な資源配分が社会

の発展を阻害していることを

考察できる。また、市場の状

態について、差別化の程度や

そこに存在する企業数などを

基に思考し、そこで引き起こ

される効率性や弊害について

判断できる。 

c:さまざまな財について、市場

と組織の使い分けを考慮しな

がら最も効率的に配分する能

力が身についている。 

d:さまざまな財の存在を生産

や消費を通して理解してい

る。また、資源配分のしくみ

とそれらの効率性、市場経済

と計画経済についてそれらの

相違点を理解し、市場の発達

過程についても理解してい

る。 

定期考査 

レポート課題 

需
要
と 

・需要の概念と需要の変化 

・供給の概念と供給の変化 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

a:需要と供給の概念について

関心を持ち、需給の変化やその

影響について科学的に論じ 

定期考査 

レポート課題 



供
給 

     ようとする意欲や態度が身に

ついている。また、生産費の

増減と最適生産の関係につい

て関心を持っている。 

b:限界分析による最適化から、

企業の最適生産を表現し、供

給の価格弾力性についても、

さまざまな生産条件を加味し

ながら表現することができ、

価格の変化による供給量の変

化について思考することがで

きる。 

c:さまざまな財について、価格

や所得の変化から需要量と供

給量の変化を予測することが

できる。 

d:需要と供給の概念について

の知識を持ち、需要と供給の

変化が起きる要因を理解し、

そこからもたらされる変化に

ついて理解している。 

 

価
格
決
定
と
市
場
の
役
割 

・価格決定のしくみ 

・市場の役割と課題 

○ 

○ 

  

○ 

○ 

○ 

a:市場経済における財と生産

要素の配分について関心を持

ち、規制や課税がどのように

市場に影響を与えることに関

心を持っている。 

c:独占市場や寡占市場などが

完全競争市場における均衡価

格とは異なる市場価格を形成

することを論理的に解説する

ことができる。 

d:市場経済における財と生産

要素の配分について、市場の

状況について競争の状態から

正しく理解することができ

る。また、市場の状況が価格

形成に及ぼす影響や、市場に

対する政府の関与が価格や経

済に及ぼす影響を理解し、情

報の非対称性や逆選抜、ゲー

ム理論などの新しい経済用語

に関する知識を身につけてい

る。 

定期考査 

レポート課題 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 


